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令和 6 年度寄附講座事業成果報告書 

（徳島大学大学院医歯薬学研究部 実践地域診療・医科学分野） 

                                     

１ 概要 

 

 本寄附講座は、2015 年 11 月-2020 年 3 月まで JA 徳島厚生連阿南医療センターにおいて、地域医療支援

活動していた寄附講座「糖尿病・代謝疾患治療医学分野」を基盤として、発展改組の形をとって 2020 年 4 月 1 日

に実践地域診療・医科学分野として発足しました。現在、支援診療科目とスタッフを拡充し、糖尿病などの生活習

慣病・循環器疾患・血液疾患・消化器内科・外科疾患・乳腺および甲状腺疾患・放射線等画像診断に関して、阿南

医療センターでの外来診療や病棟診療などの包括的な総合診療支援業務を実施しています。また同センター内

に開設された阿南地域医療教育センターを拠点として、徳島大学の実習医学生・研修医および専攻医の効果的

なトレーニングを実施し、将来の地域医療を担う若手医師育成や、臨床研究の推進を活動目標としています（下

図）。 

 

構成員は、特任教授 6 名(糖尿病・内分泌代謝内科学：粟飯原賢一、循環器・不整脈学：添木武、消化器外科学：

西 正暁、放射線医学：新家崇義、血液内科学：中村信元、消化器内科学：河野豊)、特任准教授 1 名（糖尿病・内
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分泌代謝内科学：湯浅智之）、特任助教1名(胸部内分泌腫瘍外科学:坂本晋一)、技術補佐員2名(上元良子、

関根明子)で活動しており、具体的な本講座の主要業務としては以下の 5つの点であります。 

 

① 包括的な地域医療に必要な人材を育成するための研修方法の開発 

② 限られた医療人材による効率的な地域医療のあり方に関する研究 

③ 地域住民の生活習慣病やそれに関連する循環器疾患の発症進展予防のための臨床基盤研究 

④ 地域での消化器疾患・血液疾患・内分泌腫瘍および各種癌患者の診断・治療技術向上のための研究 

⑤ 救急を含む急性期医療における地域動向解析と適切な診療技術や診療システムの開発 

 

 

２ 教育面 

 

(1) 卒前教育 

 徳島大学医学部医学科の学生に対して、各診療科におけるPBLチュートリアルコースの正副責任者として、コ

ース運営にあたっています。また、クリニカル・クラークシップにおいては、徳島大学病院の外来・病棟実習で指

導を行っています。地域医療学実習としては、新型コロナウイルス感染によるバーチャル実習から対面実習に

戻すことになり、現在は 1班 3 名ずつの受け入れ、回復期リハビリ病棟での実習および訪問看護同行実習を行

なっています。また、徳島大学病院でのクリニカルクラークシップ終了後の、指定学外実習、および選択実習に

ついても医学科学生を受け入れ、診療グループの一員として内科系診療科および外科系診療科領域の実習 

(医学部生に対して、手術に実際に参加してもらい皮膚縫合などを行ってもらっています) や症例報告書の発表

指導および早朝のミニレクチャーを実施しています。 

 

(2) 卒後教育 

 徳島大学病院卒後臨床研修センターおよび徳島大学大学院医歯薬学研究部 血液・内分泌代謝内科学教室、

消化器内科学教室、循環器内科学教室、胸部・内分泌・腫瘍外科学教室、消化器移植外科学教室、放射線医学

教室と連携し、初期研修医の教育や臨床指導を大学病院および阿南医療センターにおいて実施しています。さ

らに毎週水曜日に阿南地域医療教育センターにおいて寄附講座スタッフと阿南医療センター若手医師で抄読会

や症例検討会を実施しており、英語論文作成指導も個々に行なっています。 

 

 

３ 研究面 

 

本講座では、徳島大学病院と阿南医療センターの診療を通じて、基礎および臨床面での各診療領域での病態

解明と治療の開発研究を行うことを大きな使命としています。研究テーマとしては以下のものが進行中であり、

研究論文発表も行いました。 

 

<糖尿病・内分泌代謝内科学分野> 

(1) 病態モデル動物及び臨床バイオマーカーの解析と糖尿病・代謝疾患関連合併症の発症機序解明 

遺伝子改変動物を用いて、代謝・循環改善薬の介入による臓器保護効果の検証や病態解明を行う他、受診

患者さんの臨床サンプルや臨床データを解析することで、効果的な治療法の開発を目指しています。 

 

① インスリン抵抗性関連疾患群におけるインスリン受容体切断の意義 
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インスリン作用が阻害されるインスリン抵抗性は、臨床医学的に糖尿病の病態を担う重要な要素であること

が広く認められています。さらに、糖尿病との関連が深い疾患においてもインスリン抵抗性がそれぞれの病態

に関わるとされていますが、その基盤となる共通の分子機構は見出されていません。これまで我々は独自の視

点で新たなインスリン抵抗性メカニズムの同定とバイオマーカーとしての可溶性インスリン受容体の意義につい

て検討してきており、糖尿病や妊娠期に認めるインスリン抵抗性に共通する分子基盤であることを見いだしてき

ました。この事象が癌やアルツハマー病,肥満,肝疾患といったインスリン抵抗性関連疾患群に広く関わっている

可能性を検証してきたところ、特定の転写因子との関連を見出し詳細な分子機構の解明を行っています。 

 

② 代謝機能障害関連脂肪性肝疾患（MASLD）の病態解明と薬物療法の探索 

  代謝機能障害関連脂肪性肝疾患(Metabolic Dysfunction-Associated Steatotic Liver Disease：MASLD)は肝硬

変・肝癌発症のリスク因子であり、かつ心腎血管病発症リスク因子であることが最近注目されています。現在、こ

の病態の分子病態の解明に加え、脂質異常症の治療薬であるペマフィブラートによる MASLD 病態改善効果の

メカニズムについて検証し、学会口演発表や論文投稿準備中です。 

 

③ 末梢血赤血球指標と代謝関連肝腎臓器障害の関連解析 

  赤血球のMean corpuscular volume(MCV)は、貧血病態の鑑別に有用である他、加齢とともに増大する事が知

られています。また MCVは総死亡や肝腎症候群の発症と正の相関を示す事が近年報告されているため、我々

はMCVのMAFLD病態関連指標における意義を検証し、学会口演発表の他、論文投稿中です。また Red blood 

cell distribution width (RDW)は、赤血球容積不均一性の指標で、従来は貧血などの造血器異常のマーカーとして

使用されていました。近年、心不全をはじめとする心血管疾患の罹患率や予後のリスクマーカーとしての有用性

が報告された他、血液透析患者や慢性腎不全患者の予後指標となることも明らかになってきたため、糖尿病関

連腎臓病における意義を見出し、論文投稿準備中です。 

 

(2) 生活習慣病患者における早期動脈硬化病変の検出と治療介入の効果検証 

受診患者さんの早期動脈硬化症の病態検出目的と心血管合併症発症や予後予測の強力なエビデンスを有

する血管内皮機能検査(FMD)の積極的な導入を行い、FMD の正常化を目指した病態解析や治療法の開発を

目指しています。我々は、セミオートマチックの FMD 測定装置を阿南医療センターと徳島大学病院に導入し、

血管内皮機能の改善や悪化に関与する臨床指標の解析を行っており、FMD 検査の結果を患者さん個々の診

療にフィードバックすることで、生活習慣是正に活用しています。また AI による自動画像解析にて上腕二頭筋

の断面積や筋輝度を算出できる新しいソフトウエアを用いて、骨格筋・血管機能連関の解析を行い、その新知

見を学会シンポジウムでの発表の他、論文投稿準備中です。 

 

(3) 体組成解析を用いた骨格筋代謝および機能異常症における病態解析 

高齢化社会において、フレイルは大きな臨床課題となっています。そこで主として糖尿病患者を対象に、骨

格筋代謝および機能異常症としてのサルコペニア・プレサルコペニア・ダイナペニアに関わる臨床指標の診断

のために、InBody S10®による生体電気インピーダンス法(BIA：Bioelectrical Impedance Analysis）を用いた体組成

解析を行なっています。日常診療において BIA 法の検査結果レポートを用いた患者指導を行ない、フレイル予

防に注力しています。また骨格筋異常のみならず、BIA で測定した位相角と糖尿病関連臓器障害との関連解

析を現在進めています。 

 

<血液内科学分野> 

(1) 各種疾患における口腔内免疫・細菌叢と各種臨床指標の相関に関する検討 
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近年、常在細菌叢と各種疾患との関連が注目されている。口腔内には多数の常在菌が生息していると同時

に、唾液が消化液として分泌されるものの抗菌物質を多数含んでいることが知られています。このような常在

細菌叢や唾液中の抗菌物質と、各種疾患または病態との関連はほとんど知られていません。本研究では、当

院で診療中の患者において唾液を採取し、各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証して

います。 

 

(2) 造血器疾患における病態関連因子およびバイオマーカーの探索 

造血器腫瘍において、化学療法その他の再発例や初回治療療法抵抗例などは依然予後不良であるため、

病態に関連する因子の抽出は喫緊の課題です。また非腫瘍性疾患も多く存在し、ステロイドなどの免疫抑制

療法が試みられますが、治療反応は個体差が大きく、事前に予測が可能なバイオマーカーの同定も求められ

ています。造血器疾患の患者の検体を収集し、徳島大学血液内科の検体と併せて、新規の病態関連因子や

治療の反応性予測因子、および予後因子を見いだす検討を行っています。 

 

(3) 新型コロナワクチンの有効性・安全性の検討 

新型コロナウイルス感染症が世界的に流行し、人々の生命や生活、経済を脅かしています。ワクチン接種

が世界中で開始されましたが、臨床応用された世界初の mRNA ワクチンであり、その有効性、安全性は十分

には知られていません。新型コロナウイルスに対する抗体および製剤に含まれるポリエチレングリコールに対

する抗体やその持続期間、また COVID-19 感染予防効果、ワクチンの副反応について検討し論文発表しまし

た(Heliyon. 2024;10(10):e31489.)。また、ワクチンによる稀な副反応を起こした例も経験し、論文発表しました

(Thromb Haemost. 2022;122(10):1837-1842.)。 

 

(4) 生活習慣病における肝臓-血液連関 

生活習慣病などの代謝性疾患において、肝障害から肝臓癌を来す例が近年増加しており、代謝機能障害関

連脂肪肝疾患として対策が求められています。このような代謝性疾患では血液疾患とは関連がないと従来は

考えられてきましたが、貧血への影響を検討しています。 

 

(5) 稀な造血器疾患におけるゲノム解析 

 造血器疾患は比較的頻度が低いと考えられていますが、その中でも稀な疾患においては病態が十分には解

明されていない疾患もあります。このような疾患においては全ゲノム解析が有効な可能性があり、研究レベル

で積極的に行っています。 

 

<循環器内科学分野> 

臨床医として強い問題意識を持ち、ヒトでの臨床研究を推し進め、臨床での問題点を基礎研究により理論的に解

明していくという姿勢で、不整脈を中心とした循環器領域の基礎。臨床研究を行っています。 

 

(1) 慢性炎症としての心房細動の病態解明と治療法開発 

複数の凝固因子（プロテアーゼ）が血栓形成のみならず、さまざまな細胞に発現するプロテアーゼ活性化受容

体（PAR）を介して、炎症反応にも関与することが知られています。なかでも PAR-2 は主に Xa因子（FXa）によっ

て活性化されることが報告されています。我々は、FXa-PAR2 経路が心房細動発症に寄与していることを PAR2

欠損マウスを用いて生理学的・生化学的に証明しました。さらに、PAR-2のリガンドである経口Xa阻害薬が抗炎

症作用を介して心房細動発症を抑制しうることを自然高血圧ラット用いて証明しました（論文掲載予定）。また、近

年、動脈硬化などの基盤として慢性炎症が関与していることが知られており、なかでも病原体センサーとしての
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Toll-like 受容体（TLR）の関与が示唆されています。心房細動の基盤としても慢性炎症が関わっているとされて

いますが、TLRの関与などその詳細は不明のままです。そこで、我々は TLR9 欠損マウスを用いた基礎的アブ

ローチ、心房細動アブレーション症例のサンプルを用いた臨床的アプローチの両面により、TLR9 シグナルによ

る心臓リモデリングと心房細動発生メカニズムの解明を進めています（研究成果の一部は学会・論文として発

表）。 

 

(2) 心房細動発症の新たな予測因子の検討 

心房細動は頻度の高い不整脈でありその予防対策が肝要でありながら、簡便で有用性の高い予測因子はあ

りません。我々は、臨床背景、ホルタ―心電図指標、心エコー指標を総合的に評価した複合スコアにより心房細

動発症の予測が可能かを検討しています。現在までの検討では、年齢、上室性期外収縮 1 日総数、最大 RR 間

隔、左房径が独立して心房細動発症のリスクを高めることが判明し、これらの因子を点数化したスコアが高くな

るにしたがって心房細動発症の発症率は高くなることを見出しました（論文にて発表）。さらに、12 誘導心電図か

ら右・背中側誘導を算出した導出 18誘導心電図という新技術を用いれば、既存の 12誘導心電図の P波より心

房の状態を正確に推測できる可能性があると推察されますが、過去にそのような報告はありません。そこで、

我々は導出18誘導心電図のP波と心房細動発症や左心房サイズとの関連を検証しています。 

 

(3) 心房細動・心不全患者におけるサルコペニアと各種臨床指標の相関に関する検討 

高齢者に見られる病的な筋肉量の低下はサルコペニアと称され、生理的予備能が低下するフレイルの状態

につながるとともに、認知症や、心血管病、腎障害、貧血、免疫力低下などの疾患と密接な関係があることが明

らかになってきました。しかしながら、サルコペニアと心房細動の発症・進展、認知症、心不全との関連について

は十分に解明されていません。そこで、心房細動、心不全にて診療中の患者における体組成測定を行うことで、

サルコペニアの頻度の調査を行い、骨格筋量が各種臨床指標やその経過に如何に影響を与えるのかを検証し

ています。成果は国際学会でも発表し、現在英語論文の投稿準備中です。 

 

＜消化器内科学分野＞ 

脂肪肝モデルマウスを用いた健康食品の治療効果検討 

本邦では 40歳代の 2人に 1人の男性は検診時に脂肪肝と診断されるが、この脂肪肝は生活習慣の改善以

外に有効な治療薬はまだ存在しません。高脂肪食を給餌させたマウスに抗酸化ストレス作用のあるエゾウコ

ギの根の抽出物を給餌すると、脂肪肝や線維化の改善効果を認めました。本研究結果をまとめて英語論文と

して誌上発表しました (Kawano Y,  et al. Sci Rep. 2024 Jan 2;14(1):110.)。さらにエゾウコギを 6か月間給餌し

たマウスのメチル化 DNA を解析したところ、老化の抑制が確認されました。今後はこの結果をさらに精査・解

析して健康寿命の延伸を目的とした研究を計画してます。 

 

＜放射線医学分野＞ 

(1)  画像診断ナショナルデータベース実現のための研究開発 

日本医学放射線学会は、放射線医学が国民の健康と福祉の増進に寄与するために ICT（情報通信技術）化を

推進し、ビッグデータや人工知能を活用した医療の構造改革を実施しています。その一つとして2016年より日本

医用画像データベース（J-MID）が始動していますが、2021 年からは徳島大学も北海道大学、愛媛大学とともに

新生 J-MID に加わり、現在は全国の主要 16 医療施設の新体制で大規模画像診断データベースの構築を行っ

ています。画像診断検査装置や検査オーダ―、撮影、診断のそれぞれに応じた医療技術、医療安全、医療被ば

く低減、医療の質の向上を目的とし、人工知能の開発や発展のための研究開発を目指しながら、現在も全国的

な画像データベースの構築を進めており、そのビッグデータに基づく研究がスタートしています。 
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(2) テクスチャ解析を用いた卵巣腫瘍や軟部腫瘍の MRI画像および PET/CT画像の検証と新規診断法の開

発 

卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前に良性・境界悪性・悪性など組織型の画像診断の精度には限界があり、新たな画像

診断法の開発が望まれています。本研究では徳島大学病院産婦人科と整形外科と共同で、術前のMRIや

PET/CTなどの画像診断において、画像の質感を数値化できるテクスチャ解析やダイナミックPET/CTなどの

新たな撮像法を用いることで、卵巣腫瘍や軟部腫瘍の術前診断精度の向上が図れるかどうかを検証することを

目指し、症例登録およびデータ収集を行っています。また現在まで蓄積された卵巣腫瘍および軟部腫瘍の画像

データを解析し、中間報告として学会発表を行っています。 

 

 

<胸部・内分泌・腫瘍外科学分野> 

(1) 肺の再生に向けた， iPS細胞から誘導した BASCsによる細胞移植の可能性 

幹細胞とは、自己複製能と様々な細胞に分化する能力（多分化能）を持つ特殊な細胞で、この２つの能力により

発生や組織の再生などを担う細胞であると考えられています。我々が注目した BASCs は肺の修復、再生中の

自己複製を伴う肺上皮幹細胞で club cell，1型および 2型肺胞上皮細胞を含む複数の細胞系統に分化します。

マウスからBASCsを単離する方法は確立されていますが、得られる細胞数が非常に少ないため我々は iPSか

ら BASCsを誘導することを研究してきました。その結果 iPS から BASCs細胞を誘導し，気管障害を引き起こす

ナフタレンモデルを用いてClub cellが修復したことを示すことに成功しました。ただ、iPS由来のBASCsが生体

の BASCs のように正常に機能したかについてはわかっておらず、現在はその証明をテーマに研究を行ってお

ります。我々は iPS由来のBASCs細胞を用いて 3D培養を行いOrganoidの作成に成功しました。そして 1型/2

型肺胞上皮細胞、Club 細胞、BASCs 細胞、Bipotential 細胞が形成されていることを確認しました。続いて Bulk 

RNA sequenceを用いて iPS細胞、分化細胞，iPS由来のBASCsの比較を行いました。RNA sequence、Organoid

の結果 iPS 由来の BASCs には多分化能を有することがわかりました。またヒトにも同様の幹細胞(respiratory 

airway secretory)が発見され我々の研究が人へ応用できる可能性があります。今まで行った研究成果は現在、

論文投稿中です。  

 

(2) 間葉系幹細胞による気管支の修復メカニズムの解明．-iPS細胞による気管支断端瘻予防- 

 

(3) ILD-GAP indexを用いた間質性肺炎合併肺癌に対する治療戦略 -予後因子に基づいた層別化治療- 

間質性肺疾患は肺癌を高率に合併し 15%は悪性腫瘍で死亡するとされています。また、間質性肺炎自体も多

くの場合は予後不良で、間質性肺炎の進行、特に急性増悪に伴う呼吸不全死も予後に影響するため通常の肺

癌に比べて予後不良とされています。 

実際の治療においても肺癌に対する治療を契機に誘発される致死的な間質性肺炎急性増悪が最大の問題点

で、治療の制約となっています。放射線治療は原則禁忌と考えられ、抗癌剤治療もレジメンが制限されます。よ

って癌の根治性を考慮し、切除可能ならば手術が選択される場合が多いと考えられます。ただ、手術を選択す

る時には肺癌の病期のみならず間質性肺疾患そのものの病状を考慮し治療方針を選択しなければ術後の呼吸

状態によってQOL低下を招く可能性があります。そこで予後に影響を及ぼす臨床病理学的背景を検討し外科治

療の個別化に関する研究を行いました。研究成果の一部は 2022 年に開催された第 39回日本呼吸器外科学会

学術集会、第 84回日本臨床外科学会総会研究成果の一部は 2022 年に開催された第 39回日本呼吸器外科学

会学術集会、第84回日本臨床外科学会総会、第76回胸部外科学会で発表を行いその結果は、Int J Clin Oncol. 

2024 Oct;29(10):1475-1482.に acceptされました。 
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(4) U-40呼吸器外科医が高難度手術手技を習得するための取り組み 

気管支・血管形成術や心嚢内血管処理といった高難度手術手技の習得は必須でありますが、若手呼吸器外

科医の執刀機会は少ないです。特に症例数の限られた地方大学ではその傾向が顕著であり、高難度手術手技

を効率良く習得するための質の高い教育をいかにして行うかが喫緊の課題となっています。そこで当科では

Cadaver と生体ブタを用い、それぞれの特性を生かしたトレーニングを実施しており、その特性について述べま

す。 

① 未固定遺体を用いた Cadaver トレーニング： 

未固定遺体の最大の利点は、臓器の弾力性、神経・血管の分布や走行が生体に近いことにあることです。気

管支を把持した感触、運針が実際の手術と同じ感触で、口径差を調節した気管支形成の手技も実施可能で、

解剖学的位置関係の把握が極めて重要な Superior sulcus tumor や心嚢内肺血管処理を想定したトレーニン

グにも有用であります。 

 

② 生体ブタを用いたトレーニング： 

本学では獣医師が常駐した生体ブタのトレーニングラボを有しています。血管系が虚脱して脆弱なCadaverで

はリアリティを再現できない血管形成手技のトレーニングに最適です。当施設は Cadaver と生体ブタ両方のト

レーニングラボを有する稀な施設であり、それぞれの特性を余すことなく活用し、繰り返しトレーニングを行う

ことで症例数の少なさを補完しています。トレーニングで得た知識・技術を共有して個々がレベルアップするこ

とで、高難度の手術手技を安全に提供できるようになると考え取り組んでおり、以上を第 40 回日本呼吸器外

科学会学術集会で報告し、その取り組みについて論文も投稿しております(General Thoracic and 

Cardiovascular Surgery Cases 2023 Vol. 2 Issue 1)。U-40呼吸器外科医のトレーニングプログラムを構築し，ま

ずは関連施設へ参加可能範囲を拡大する方針です． 

 

(5) 区域切除 

近年、肺がん診断精度の進歩によって小型病変の占める割合が増加しております。そして小型肺がんにおけ

る区域切除の優位性を示した JCOG0802/WJOG4607L の結果を受け、今後ますます区域切除が増加すると予

想され、実際当院でも区域切除を選択する症例は増加しております。今後の呼吸器外科医は肺葉切除と同等の

根治性を担保しつつ、呼吸機能を可能な限り温存するための高度な技術と治療戦略が要求されます。第 98 回

中国四国外科学会で区域切除術のシンポジウムを開催し、各施設の創意工夫について議論を行い、当施設か

らは複雑区域切除の周術期成績を検討し、術前のプランニングと手術手技の工夫について報告しました。 

 

(6) ICGを用いたリアルタイムナビゲーションの取り組み 

Indocyanine green（ICG）は近赤外光照射下に蛍光を発し、この性質を利用した手術ナビゲーション（ICG 蛍光

法）は，冠動脈バイパス手術中の血流評価や乳癌のセンチネルリンパ節生検などに臨床応用されています。呼

吸器外科領域では上記の区域切除での区域間の同定法に頻回に用いられています。それ以外にも様々な症例

に臨床応用が可能であり、我々は新たに胸腔内のリンパ管を同定することに用いました。通常、目視では確認

することができないリンパ管や乳糜胸水の漏出部位の同定が可能となりました。この研究成果を 2024 年に開催

された第86回日本臨床外科学会総会で発表し、現在Asian journal of endoscopic surgeryに投稿中です。 

 

<消化器・移植外科学分野> 

(1) 消化器癌のバイオマーカー研究  
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近年、バイオマーカー研究として簡便で侵襲が少ないリキッドバイオプシーが注目されています。リキッドバ

イオプシーは患者の血液などを採取して、その中に含まれている循環腫瘍細胞やDNA、RNA を用いてゲノム解

析を行う方法であり、治療前後の効果予測などが可能です。リキッドバイオプシーの中でも、癌細胞から分泌さ

れるエクソソームに着目し、患者検体を用いたエクソソーム内包 miRNA を用いる事でスクリーニングから診断、

術後の再発や治療の効果予測、治療後のモニタリングまで多岐にわたる臨床応用を目指しています。 

 

(2) 腫瘍微小環境における糖代謝・脂質代謝研究 

腫瘍関連マクロファージ（TAM ; tumor associated macrophage） や癌関連線維芽細胞（CAF ; cancer associated 

fibroblast）は腫瘍微小環境において、癌の浸潤・転移・腫瘍免疫に関与することが広く知られるようになり、癌研

究の中心は癌細胞から TAM・CAF などの腫瘍微小環境構成細胞にシフトしてきています。我々はこれまでに

CAFの糖代謝を制御することで、腫瘍悪性度を低下させることを報告してきました（Int J Oncol. 2022, Oncol Lett. 

2022）。TAM・CAF の糖代謝・脂質代謝を制御することで腫瘍悪性度抑制・腫瘍免疫制御を介した新規治療法の

開発を目標としています。 

 

(3) 消化器癌への青色LED光の効果 

我々はこれまでに消化器癌に対する青色LED (light emitting diode)光の抗腫瘍効果に着目し、研究を行い、青

色 LED 光の癌細胞に対する効果のみならず腫瘍微小環境へも影響を及ぼすことを報告してきました。今後、正

常組織への影響や腫瘍への至適照射条件を明らかにし、青色光受容体をターゲットとした大腸癌に対する光治

療の実用化を目指しています。 

 

<学会発表> 
国際学会 

1 Shingen Nakamura, Youichi Sato, Yusaku Maeda, Ryohei Sumitani, Masahiro Oura, Kimiko Sogabe, Hikaru 
Yagi, Shiro Fujii, Takeshi Harada, Masahiro Abe, Hirokazu Miki, Ken-ichi Matsuoka： 
Identification of Light Chain Amyloidosis-Associated Single Nucleotide Variants in Japanese People. The 
66th ASH annualmeeting, 7-10 Dec, 2024.  

2 Junpei Murai, Shingen Nakamura, Yasunobu Okamoto, Taiki Hori, Tomoyuki Yuasa, Ken-Ichi Aihara, Makoto 
Takishita, Takeshi Harada, Ken-ichi Matsuoka: Factors Associated with Elevation of Alkaline Phosphatase 
after First-Line Chemotherapy in Newly Diagnosed Multiple Myeloma By Japan Medical Data Center Claim 
Database. The 66th ASH annualmeeting, 7-10 Dec, 2024. 

3 Takeshi Harada, Yusuke Inoue, Asuka Oda, Jumpei Teramachi, Yusaku Maeda, Ryohei Sumitani, Masahiro 
Oura, Kimiko Sogabe, Hikaru Yagi, Shiro Fujii, Shingen Nakamura, Hirokazu Miki, Kumiko Kagawa, Shuji Ozaki, 
Ken-ichi Matsuoka, Masahiro Abe: Steric Hindrance By APRIL in Binding of BCMA-Directed Bispecific 
Antibodies: A Novel Refractory Mechanism of BCMA-Directed Immunotherapies in Multiple Myeloma. The 
66th ASH annualmeeting, 7-10 Dec, 2024. 

4 Hirokazu Miki, Hiroki Takanari, Shin-ichro Yanagiya, Mizuki Yoshimoto, Yusaku Maeda, Ryohei Sumitani, 
Masahiro Oura, Kimiko Sogabe, Hikaru Yagi, Mamiko Takahashi, Takeshi Harada, Shiro Fujii, Shingen 
Nakamura, Yoshimi Bando, Koichi Tsuneyama, Masahiro Abe, Ken-ichi Matsuoka: Development of a Novel 
and Rapid Diagnostic Technique for Cardiac Amyloidosis Using Raman Spectroscopy. The 66th ASH 
annualmeeting, 7-10 Dec, 2024. 

5 Shingen Nakamura, Yusaku Maeda, Ryohei Sumitani, Masahiro Oura, Kimiko Sogabe, Hikaru Yagi, Shiro Fujii, 
Takeshi Harada, Hirokazu Miki: False-positive aspergillus galactomannan test in multiple myeloma, ID week 
2024, LosAngeles, 16-19, Oct, 2024. 

6 Bando R, Yamaguchi K, Wakatsuki T, Ise T, Yagi S, Yamada H, Soeki T, Sata M. Predictors of late lumen 
enlargement after drug coated balloon angioplasty for denovo coronary lesions. ACC 2024, Atlanta,6~8 April 
2024 
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7 Bando R, Wakatsuki T, Yamaguchi K, Takahashi T, Ise T, Yagi S, Yamada H, Soeki T, Sata M.  Clinical 
outcome of DCB vs DES for de novo large coronary lesion in HBR patients. Euro PCR 2024, Paris,14~17 
May 2024 

8 Saijo Y, Yamada H, Zheng R, Takahashi T, Kawabata Y, Ueno R, Kadota M, Hara T, Matsuura T, Ise T, 
Yamaguchi K, Yagi S, Soeki T, Wakatsuki T, Sata M. Differential echocardiographic profiles in immunoglobulin 
light chain and transthyretin amyloid cardiomyopathy: insights from speckle tracking analysis. ESC 
2024,London, 30 August -2 September 2024 

9 Takahashi T, Soeki T, Tezuka K, Takahashi T, Saijo Y, Hara T, Kawabata Y, Kadota M, Ueno R, Matsuura 
T, Ise T, Yamaguchi K, Yagi S, Yamada H, Wakatsuki T, Sata M. NAFLD score predicts the onset of atrial 
fibrillation. APHRS 2024, Sydney, 26-29 September 2024 

10 Tezuka K, Soeki T, Takahashi T, Matsuura T, Tani A, Bando R, Zheng R, Takahashi T, Saijo Y, Hara T, Kadota 
M, Kawabata Y, Ueno R, Ise T, Yamaguchi K, Yagi S, Yamada H, Wakatsuki T, Sata M. Risk Factors For 
Intraoperative Instability In Sedated Patients Undergoing Pulmonary Vein Isolation Ablation. APHRS 2024, 
Sydney, 26 ~29 September 2024 

11 Takahashi T, Wakatsuki T, Bando R, Saijo Y, Kawabata Y, Ueno R, Matsuura T, Ise T, Yamaguchi K, Yagi S, 
Yamada H, Soeki T, Sata M. Association of Elevated Lipoprotein(a) Levels with Adverse Outcomes in 
Patients with Stable Angina Undergoing Stent-less PCI with Paclitaxel-coated Balloon. AHA 2024, 
Chicago, 16~18 November 2024 

12 Tomoki Matsushita,Takayoshi Shinya,Shoichiro Takao,Seiji iwamoto,Shunichi Toki.Toshihiko Nishisho,Koichi 
Sairyo,Msafumi Harada. Approaches for the MRI-based dfferentiaton of malignant peripheral nerve sheath 
tumours from benign schwannomas. ESSR 2024 Annul Scientific Meeting. 2024/06/06 – 2024/6/08. Centro 
Congressi, swizerland. 

13 Badrazhul Zayabat, Junichiro Hiraoka, ,Seiji Iwamoto, Naoko Okada, Tomoki Matsushita, Yuta Arai, Takayoshi 
Shinya, Kei Daizumoto, Yoshito Kusuhara, Furukawa Junya, Masafumi Harada. A case of difficulty in 
postoperative hemostasis due to acquired von Willebrand syndrome. MCR2024. 2024/06/21 – 2024/06/22. 
Corporate Hotel＆Convention Center, Mongolia. 

14 T. Shinya, T. Matsushita, Y. Otomi, M. Kubo, S. Takao, T. Nishisho, K. Sairyo, M. Harada. Dynamic carbon-
11-labeled methionine positron-emission tomography with texture analysis for the differential diagnosis 
betweenbenign and malignant musculoskeletal lesions. EANM24. 2024/10/19 – 2024/10/23. Cch Congress 
Centrum Hamburg, Germany. 

15 T. Shinya, A. Shinya, T. Matsushita, Y. Otomi, M. Kubo, J. Hiraoka, H. Inui, K. Yoshida, M. Nishimura, T. Iwasa, 
M.Harada. Preliminary study of the diagnostic capacity of dynamic F-18 fluorodeoxyglucose PET scan in 
the differential diagnosis of ovarian masses. EANM24. 2024/10/19 – 2024/10/23. Cch Congress Centrum 
Hamburg, Germany. 

 
国内学会 

1 中村信元、宮上慎司、荒井優子、泉侑希、岡本秀樹、北上早紀、後藤さおり、後藤由香、菅俊行、高橋真
理、冨永誠記、矢野由美子、三木浩和、松岡賢市 蛋白尿を契機に診断された HIV 関連免疫複合腎臓
病合併キャッスルマン病の一例 第 38回日本エイズ学会 2024 年 11 月 28-30 日 東京 

2 Junpei Murai，Yasunobu Okamoto，Tomoyuki Yuasa，KenIchi Aihar，Makoto Takishita，Shingen Nakamura. 
Factors that cause elevation of ALP during treatment for myeloma: Analysis using JMDC claim database. 
The 86th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology Kyoto, 11st-13rd, Dec, 2024. 

3 Shingen Nakamura，Youichi Sato，Yusaku Maeda，Ryohei Sumitani，Masahiro Oura，Kimiko Sogabe，Hikaru 
Yagi，Shiro Fujii，Takeshi Harada，Masahiro Abe，Hirokazu Miki.  Identification of light-chain amyloidosis-
associated single nucleotide variants The 86th Annual Meeting of the Japanese Society of Hematology 
Kyoto, 11st-13rd, Dec, 2024. 

4 Takeshi Harada，Asuka Oda，Yusuke Inoue，Tomoyo Hara，Ryohei Sumitani，Masahiro Oura，Kimiko 
Sogabe，Shiro Fujii，Shingen Nakamura，Hirokazu Miki，Kumiko Kagawa，Shuji Ozaki，Masahiro Hiasa，
Jumpei Teramachi，Hiroto Ohguchi，Masahiro Abe. Development of ADAR1 and ZBP1-targeting treatment 
against multiple myeloma with 1q amplification The 86th Annual Meeting of the Japanese Society of 
Hematology Kyoto, 11st-13rd, Dec, 2024. 
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5 Hirokazu Miki, Kenji Yamada, Yusaku Maeda, Ryohei Sumitani, Masahiro Oura, Kimiko Sogabe, Hikaru Yagi, 
Mamiko Takahashi, Takeshi Harada, Shiro Fujii, Shingen Nakamura, Masahiro Abe, Takayoshi Shinya. Imaging 
quality and versality in whole-body low-dose CT for multiple myeloma The 86th Annual Meeting of the 
Japanese Society of Hematology Kyoto, 11st-13rd, Dec, 2024. 

6 Ryohei Sumitani, Hirokazu Miki, Yusaku Maeda, Masahiro Oura, Kimiko Sogabe, Hikaru Yagi, Mamiko 
Takahashi, Takeshi Harada, Shiro Fujii, Susumu Nishio, Tetsu Tomonari, Masahiro Abe, Shingen Nakamura 
Diagnostic efficacy of ultrasound shear wave elastography for hepatic AL amyloidosis The 86th Annual 
Meeting of the Japanese Society of Hematology Kyoto, 11st-13rd, Dec, 2024.  

7 Hirokazu Miki, Kenji Yamada, Yusaku Maeda, Ryohei Sumitani, Masahiro Oura, Kimiko Sogabe, Hikaru Yagi, 
Mamiko Takahashi, Tomoko Maruhashi, Takeshi Harada, Shiro Fujii, Shingen Nakamura, Masahiro Abe, 
Takayoshi Shinya Imaging quality of whole-body low-dose CT for myeloma patients with bone disease The 
49th Annual Meeting of the Japanese Society of Myeloma, Fukuoka, 31st, May-2nd June, 2024.  

8 Tomoko Maruhashi1, Hirokazu Miki, Kimiko Sogabe, Asuka Oda, Maeda Yusaku, Ryohei Sumitani, Masahiro 
Oura, Hikaru Yagi, Mamiko Takahashi, Takeshi Harada, Shiro Fujii, Shingen Nakamura, and Masahiro Abe  
Transient receptor potential vanilloid 1 (TRPV1) antagonists enhance the cytotoxic effects of hyperthermia 
on myeloma cells  The 49th Annual Meeting of the Japanese Society of Myeloma, Fukuoka, 31st, May-2nd 
June, 2024.  

9 住谷 龍平，三木 浩和，前田 悠作，大浦 雅博，曽我部 公子，八木 ひかる，原田 武志，藤井 志
朗，中村 信元，松岡 賢市：OTC医薬品が被疑薬と考えられた薬剤性血小板減少症 第 131回日本内
科学会四国地方会 2024 年 12 月 15 日 松山 

10 大浦 雅博，中村 信元，住谷 龍平，原田 武志，三木 浩和，福場 真美，常松 貴明，安倍 正博：悪
性リンパ腫化学療法後に発症した侵襲性胃アスペルギルス症の 1剖検例 第130回日本内科学会四国
地方会 2024 年 6 月 16 日 徳島 

11 村井純平, 中村信元, 辻誠士郎, 粟飯原賢一, 滝下誠. 血器疾患患者へのチキサゲビマブ/シルガビマ
ブ投与による抗SARS-CoV-2 IgG抗体価の推移経時的変化とCOVID-19予防効果の検討 第121回日
本内科学会総会 2024 年 4 月 12-14 日 東京 

12 粟飯原 賢一, 湯浅 智之, 中村 信元, 山上 紘規, 原 倫世, 遠藤 逸朗 : 搬送時心肺停止・死亡転帰患
者における糖尿病の有無から見た臨床的背景の検討, 日本糖尿病学会中国四国地方会第 62 回総
会, 2024 年12 月. 岡山 

13 粟飯原 賢一, 湯浅 智之, 中村 信元, 村井 純平, 岡本 恵暢, 金子 遥祐, 森 建介, 細木 美苗, 堀 太
貴, 河田 沙紀, 辻 誠士郎, 安井 沙耶, 山上 紘規, 原 倫世, 乙田 敏城, 遠藤 逸朗 : 来院時心肺停止・
死亡転帰患者の臨床背景における糖尿病有無の影響に関する検討, 第24回日本内分泌学会四国支部学
術集会, 2024 年9月. 松山 

14 
 

粟飯原 賢一, 三宅 南帆, 辻 誠士郎, 原 倫世, 山上 紘規, 中村 信元, 乙田 敏城, 湯浅 智之 : AI計測
による上腕二頭筋断面積・筋輝度比 と動脈硬化指標に関わるパイロット研究, 第 56回日本動脈硬化学会
総会・学術集会, 2024 年7月. 神戸 

15 原 倫世, 横田 海友, 清水 一磨, 浅井 孝仁, 山上 紘規, 三井 由加里, 桝田 志保, 倉橋 清衛, 乙田 
敏城, 湯浅 智之, 黒田 暁生, 遠藤 逸朗, 松久 宗英, 粟飯原 賢一 : 心血管疾患リスクを有する患者にお
ける可溶型 DPP-4/CD26 と動脈硬化指標との連関解析, 第 56 回日本動脈硬化学会総会, 2024 年 7 月. 
神戸 

16 三宅 南帆, 辻 誠士郎, 河田 沙紀, 中村 信元, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 粟飯原 賢一 : 2 型糖尿病患者
の推定食塩摂取量と糖尿病性腎臓病指標の連関解析, 第 67回日本糖尿病学会年次学術集会, 2024 年 5
月. 東京 

17 宮髙 紘輔, 金子 遥祐, 山口 佑樹, 原 倫世, 吉田 守美子, 辻 誠士郎, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 粟飯原 
賢一 : 2型糖尿病患者におけるRed blood cell Distribution Width (RDW)と糖尿病性腎臓病バイオマーカー
との関連解析, 第67回日本糖尿病学会年次学術集会, 2024 年5 月. 東京 

18 金子 遥祐, 森 建介, 細木 美苗, 堀 太貴, 辻 誠士郎, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 中村 信元, 粟飯原 賢
一 : 2型糖尿病患者の年間HbA1c変動と肝線維化指標の連関解析, 第67回日本糖尿病学会年次学術集
会, 2024 年5 月. 東京 

19 辻 誠士郎, 河田 沙紀, 金子 遥祐, 森 建介, 細木 美苗, 中村 信元, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 粟飯原 賢
一 : 2型糖尿病患者における dehydroepiandrosterone sulfate(DHEAS)と尿中アルブミン，尿中 L 型脂肪酸
結合蛋白(L-FABP)との関連, 第67回日本糖尿病学会年次学術集会, 2024 年5 月. 東京 
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20 原 倫世, 横田 海友, 清水 一磨, 浅井 孝仁, 山上 紘規, 三井 由加里, 桝田 志保, 倉橋 清衛, 乙田 
敏城, 湯浅 智之, 黒田 暁生, 遠藤 逸朗, 松久 宗英, 粟飯原 賢一 : 糖尿病患者における可溶型 DPP-
4/CD26 と動脈硬化指標との関連, 第67日本糖尿病学会学術集会, 2024 年5 月. 東京 

21 金子 遥祐, 河田 沙紀, 森 建介, 細木 美苗, 堀 太貴, 辻 誠士郎, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 中村 信
元, 粟飯原 賢一 :  赤血球のmean corpuscular volumeと代謝異常関連脂肪肝疾患の連関解析,  
第97 回日本内分泌学会学術総会2024 年6 月. 横浜 

22 粟飯原 賢一, 三宅 南帆, 辻 誠士郎, 河田 沙紀, 中村 信元, 乙田 敏城, 湯浅 智之 :  2 型糖尿病患
者の糖尿病性腎臓病における推定食塩摂取量の意義, 第 97 回日本内分泌学会学術総会 2024 年 6 月。
横浜 

23 堀 太貴, 石田 晃基, 稲葉 香織, 稲葉 圭佑, 金子 遙祐, 細木 美苗, 森 建, 粟飯原 賢一, 中村 信元 :  
内科救急疾患患者におけるRespiratory adjusted shock indexの有用性, 第121回日本内科学会総会・講演
会, 2024 年4 月. 東京 

24 辻 誠士郎, 河田 沙紀, 村井 純平, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 中村 信元, 滝下 誠, 粟飯原 賢一 :  
2型糖尿病患者における年間腎機能変化と dehydroepiandrosterone sulfate(DHEAS)の連関解析, 第121回
日本内科学会総会・講演会, 2024 年4 月. 東京 

25 金子 遥祐, 森 建介, 堀 太貴, 細木 美苗, 辻 誠士郎, 河田 沙紀, 乙田 敏城, 湯浅 智之, 中村 信
元, 粟飯原 賢一 : 代謝異常関連脂肪肝疾患における mean corpuscular volumeの意義, 第 121回日本内
科学会総会・講演会, 2024 年4 月. 東京 

26 河野 豊，四柳宏，江口ゆういちろう，湯本浩通，舞田健夫，高山哲治．歯科領域における肝炎対策の実態
調査と課題解決について. 第 60回日本肝臓学会総会 特別企画 3肝がんゼロを目指した肝炎等克服政
策研究の成果（疫学、検査、連携、人材育成、人権、政策）SS3-6 2024 年6 月13-14 日 熊本 

27 立木佐知子, 福田直也, 田中宏典, 山田眞一郎, 河野 豊, 島田光生 本県における肝炎医療コーディネー
タースキルアップ研修会の変遷に関する検討 第 60回日本肝臓学会総会 特別企画 4肝炎医療コーデ
ィネーターのスキルアップを考える～HCVが制御可能になった今～SS4-1-14 2024年6月13-14日 熊
本 

28 八木 秀介, 坂東 遼, 山口 浩司, 添木 武, 赤池 雅史, 若槻 哲三, 佐田 政隆 ：腎血管性高血
圧を合併した左室駆出率の保たれた心不全の 1例. 第 130回日本内科学会四国地方会 2024 年 6 月
16 日 徳島 

29 八木 秀介, 添木 武, 赤池 雅史, 佐田 政隆 ： 高血圧患者における塩分摂取量の特徴の検討    
第 130回日本内科学会四国地方会 2024 年 6 月 16 日 徳島 

30 西條 良仁, 山田 博胤, Zheng Robert, 高橋 智紀, 坂東 遼, 高橋 智子, 原 知也, 門田 宗之, 
川端 豊, 上野 理絵, 松浦 朋美, 伊勢 孝之, 山口 浩司,  八木 秀介, 添木 武, 若槻 哲三, 笹 
聡一郎, 滝沢 宏光, 佐田 政隆 ： Mechanical circulatory support を要した重症がん治療関連心機能
障害の 1例. 第 124回日本循環器学会中国・四国合同地方会 2024 年 6 月 22-23 日  広島 

31 西條 良仁,  山田  博胤,  Zheng Robert,  高橋  智紀,  坂東  遼, 高橋 智子,  原 知也, 門
田 宗之, 川端 豊, 上野 理絵, 松浦 朋美, 伊勢 孝之, 山口 浩司, 八木 秀介, 添木 武, 若槻 
哲三, 笹 聡一郎, 滝沢 宏光, 佐田 政隆  ： 心室中隔欠損症・感染性心内膜炎を合併した大動脈
縮窄証による二次性高血圧症の一例. 第 124 回日本循環器学会中国・四国合同地方会 2024 年 6 月
22-23 日 広島 

32 ﾂｪﾚﾝｿﾉﾑ ﾑﾝﾌﾂｪﾂｪｹﾞ, 八木 秀介, 伊勢 孝之, 川端 豊, 門田 宗之, 山口 浩司,  山田 博胤, 
添木 武, 若槻 哲三, 佐田 政隆 ： 経カテーテル的大動脈弁置換術後血清 Lp【a】の上昇は予後不
良のリスクファクター. 第 45回日本循環制御医学会総会・学術集会 2024 年 6 月 28-29日(土) 徳島   

33 Takahashi T,  Soeki T, Tezuka K, Matsuura T, Sata M ： A case of Tetralogy of Fallot in which a 
3D sheath was useful for CRT-D system implantation. 第 70回日本不整脈心電学会学術集会 2024 年 7
月 18-20 日 金沢 

34 伊藤 直司, 西條 良仁, 手束 一貴, 高橋 智子, 谷 彰浩, 坂東 遼, ロバート ゼング, 高橋 智
紀, 門田 宗之, 川端 豊, 上野 理絵, 原 知也, 松浦 朋美, 伊勢 孝之, 山口 浩司, 八木 秀介, 
山田 博胤, 添木 武, 若槻 哲三, 松本 遼太, 秦 広樹, 佐田 政隆 ：健康診断を契機に発見され
た巨大冠動脈瘤の一例. 第 269回徳島医学会学術集会 2024 年 7月 21 日 徳島 
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35 髙橋 智子，添木 武，手束 一貴，松浦 朋美，佐田 政隆 ：再発を繰り返す長期持続性心房細動に対
するケミカルアブレーションの治療成績. 日本不整脈心電学会第4回中国・四国支部地方会 2024 年10
月 26 日 高知 

36 手束 一貴，添木 武，髙橋 智子，松浦 朋美，佐田 政隆 ：上大静脈隔離術施行後に洞機能低下から
接合部調律をきたした１例. 日本不整脈心電学会第4回中国・四国支部地方会 2024 年10 月26 日 高
知 

37 門田 宗之, 八木 秀介, 伊勢 孝之, 高橋 智紀, 西條 良仁, 上野 理絵, 川端 豊, 原 知也, 松
浦 朋美, 山口 浩司, 山田 博胤, 添木 武, 若槻 哲三, 赤木 達, 赤木 禎治, 佐田 政隆 ： 
Treat & Repairを施行した Eisenmenger症候群を呈する巨大心房中隔欠損症の一例. 第 125回日本循
環器学会四国地方会 2024 年 12 月 7日  松山 

38 坂東 遼, 川端 豊, 手束 一貴, 髙橋 智子, 谷 彰浩, Zheng Robert, 髙橋 智紀, 西條 良仁, 原 
知也, 門田 宗之, 上野 理絵, 松浦 朋美, 伊勢 孝之, 山口 浩司, 八木 秀介, 山田 博胤, 添木 
武, 若槻 哲三, 佐田 政隆 ：冠攣縮が器質的狭窄進行に寄与したと考えられる一例. 第 125 回日本
循環器学会四国地方会 2024 年 12 月 7日 松山 

39 髙橋 智子, 手束 一貴, 松浦 朋美, 添木 武, 佐田 政隆 ： 若手研究者奨励賞（YIA) セッション 
心房細動発症予測因子としての NAFLD 関連スコアの有用性. 第 125 回日本循環器学会四国地方会 
2024 年 12 月 7日 松山 

40 相原 弘幸, 坂東 遼, 松本 遼太, 曽我部 公子, Zheng Robert, 髙橋 智紀, 西條 良仁, 原  知
也, 門田 宗之, 川端 豊, 上野 理絵, 松浦 朋美, 伊勢 孝之, 山口 浩司, 八木 秀介, 山田 博
胤, 添木 武, 若槻 哲三, 藤井 志朗, 秦 広樹, 佐田 政隆 ：血友病 A 患者における重症三枝病変
に対する冠動脈バイパス術の一例. 第 125回日本循環器学会四国地方会 2024 年 12 月 7日  松山  

41 伊藤 直司, 八木 秀介, 佐田 政隆, 若槻 哲三, 添木 武, 山田 博胤, 山口 浩司, 高橋 智子, 
手束 一貴, 松浦 朋美 ：ペースメーカー電池交換術後に発症した血管性浮腫の 1 例. 第 131 回日本
内科学会 四国地方会 2024 年 12 月 15 日 松山 

42 Tomoko Takahashi, Takeshi Soeki, Tomomi Matsuura, Kazuki Tezuka, Tomonori Takahashi, Yoshihito Saijo, 
Yutaka Kawabata, Muneyuki Kadota, Tomoya Hara, Rie Ueno, Takayuki Ise, Koji Yamaguchi, Shusuke Yagi, 
Hirotsugu Yamada, Tetsuzo Wakatsuki, Masataka Sata: Cell-free circulating mitochondrial DNA levels are 
associated with the recurrence of atrial fibrillation after catheter ablation for atrial fibrillation. 第 89回日本
循環器学会学術集会 2025 年 3 月 28-30 日 横浜 

43 野村 侑香, 西尾 進, 野中 蓮, 山口 夏美, 平田 有紀奈, Robert Zheng, 髙橋 智紀, 西 條良仁, 
松浦 朋美, 添木 武, 佐田 政隆, 山田 博胤：人工知能を活用した全自動心エコー図画像解析シス
テムの左室肥大の診断精度に関する検討. 第 89 回日本循環器学会学術集会 2025 年 3 月 28-30 日 
横浜 

44 野中 蓮, 西尾 進, 野村 侑香, 山口 夏美, 平田 有紀奈, Robert Zheng, 髙橋 智紀, 西 條良仁, 
松浦 朋美 添木 武, 佐田 政隆, 山田 博胤: 心房細動アブレーション後における左房機能指標の
検討. 第 89回日本循環器学会学術集会 2025 年 3 月 28-30 日（日） 横浜 

45 新家 崇義. ウイルス感染症の画像診断. 第 268回徳島医学会学術集会. 2024 年 03 月 10 日. 徳島市
大塚講堂 

46 平岡淳一郎、新井悠太、岩本誠司、岡田直子、松下知樹、新家崇義、原田雅史、大豆本圭、楠原義人、
曽我部公子、藤井志朗. 後天性 von Willebbrand症候群により術後止血に難渋した 1例. 第 268回徳島
医学会学術集会. 2024 年 03 月 10 日. 徳島市大塚講堂 

47 音見暢一、大塚秀樹、岡田直子、平岡淳一郎、松下知樹、廣島由夏、新井悠太、新家崇義、原田雅史. 
フォンタン術後症候群の臓器合併症に核医学で迫る. 第 83 回日本医学放射線学会総会. 2024 年 4 月
11 日-14 日. パシフィコ横浜. 

48 簑手鴻、音見暢一、岡田直子、松下知樹、平岡淳一郎、笠井亮佑、 Leah  Bollos、高岡友紀子、三橋遼
太、新井悠太、新家崇義、大塚秀樹、 原田雅史. 下垂体の FDG 集積亢進の所見が甲状腺機能低下
に伴う TSH 分泌亢進を 反映していると考えられた 3 例. 第140回日本放射線学会中国・四国地方会. 
2024 年 6 月 8日. 出雲市 ニューウェルシティ出雲 

49 新家崇義、松下知樹、音見暢一、久保典子、原田雅史、坂東良美、上原久典、新家朱理、西村正人、乾
宏彰、香川智洋、吉田加奈子、岩佐武. 卵巣腫瘤におけるDynamic F18 FDG PET/CTの有用性の初期
検討. 第 269回徳島医学会学術集会. 2024 年 7月 21 日. 徳島市 大塚講堂. 
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50 板東孝典，音見暢一，笠井亮佑，大谷環樹，松田憲武，新家崇義，國金大和，阿實翔太，大塚秀樹，原田
雅史. 123I-MIBG を用いた副腎髄質シンチグラフィ定量評価の試み. 第 5回日本核医学会中国・四国支
部会. 2024 年 7月 27日. 松山市 松山市総合コミュニティセンター. 

51 新家崇義, 原田雅史. 腹膜・間膜の画像診断. 第 60 回日本医学放射線学会秋季臨床大会. 2024 年 10
月 18日-20 日. 福岡市 福岡国際会議場. 

52 新家崇義（徳島大）、音見暢一、松下知樹、平岡淳一郎、高尾正一郎、久保典子、西庄俊彦、西良浩一、
石澤啓介、原田雅史. Dynamic carbon-11-labeled methionine PET/CT for the clinical diagnosis of 
musculoskeletal lesions. 第 60回日本医学放射線学会秋季臨床大会. 2024 年 10 月 18日-20 日. 福岡市 
福岡国際会議場. 

53 新家崇義（徳島大）、新家朱理、松下知樹、音見暢一、久保典子、乾 宏彰、吉田加奈子、西村正人、岩
佐 武、原田雅史. Dynamic F-18 FDG PET/CT for the clinical diagnosis of ovarian lesions. 第 60回日本
医学放射線学会秋季臨床大会. 2024 年 10 月 18日-20 日. 福岡市 福岡国際会議場. 

54 宇山直人, 新家崇義、原田雅史. 虚血性腸疾患及び腸間膜虚血の画像診断. 第 60 回日本医学放射線
学会秋季臨床大会. 2024 年 10 月 18日-20 日. 福岡市 福岡国際会議場. 

55 松本真奈、新家崇義、音見暢一、亀井友志、古谷光平、簑手 鴻、岡田直子、平岡淳一郎、松下知樹、原
田雅史. 肋骨結節による反応性胸膜肥厚の 4 例. 第60回日本医学放射線学会秋季臨床大会. 2024 年
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４ 診療面 

 

(1) 徳島大学病院での診療 

①  内分泌・代謝内科 

本講座特任教授の粟飯原は、再来外来診療を月 1 回（第 4 木曜日）、担当しており、糖尿病および内分泌・

代謝疾患（間脳下垂体疾患・甲状腺疾患・副甲状腺疾患・副腎疾患・脂質異常症・高血圧症・尿酸代謝異常な

ど）の専門診療を行っています。入院が必要な患者さんの診療に関しては、血液・内分泌代謝内科学スタッフ

のサポートを得て外来と緊密な連携のもとで、治療を行っています。 

②  血液内科 

徳島大学病院血液内科において、本講座特任教授の中村は外来診療を週 1回（木曜日）、担当しており、血

液疾患やHIV感染症などの専門診療を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹

介受診が可能です。入院が必要な患者さんの診療に関しては、血液・内分泌代謝内科学スタッフのサポート

を得て外来と緊密な連携のもとで、治療を行っています。 

③  循環器内科 

本講座特任教授の添木は外来診療を週 1回（火曜日）、担当しており、循環器、特に不整脈領域の専門診療

を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。また、入院加療と

しては、不整脈チームのチーフとして、頻脈性不整脈に対するカテーテルアブレーション、徐脈性不整脈・致死

性不整脈に対するペースメーカー・植込み型除細動器（ICD）植込み術、難治性心不全に対する心臓再同期療

法（CRT）などの高度医療に携わっています。   

④  消化器内科 

本講座特任教授の河野は、外来診療を週 1 回（金曜日）担当しており、消化器、特に肝臓疾患の専門診療

を行っています。再来患者さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です。肝炎の原因診断

および治療、肝癌のインターベンション治療（ラジオ波焼灼術、肝動脈塞栓術）や化学療法を行っています。 

⑤ 食道・乳腺甲状腺外科  
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本講座特任助教の坂本は火曜日に呼吸器外科外来を、木曜日に甲状腺外来を担当しています．再来患者

さんの診療に加え、新患患者さんの予約・紹介受診が可能です．呼吸器外科に関しては呼吸器内科と連携の

もと、甲状腺に関しては、内分泌・代謝内科，放射線治療科と連携のもと，共に良性疾患から悪性腫瘍まで幅広

く診療に当たっています．2 領域にわたって診療を行い、両者の専門知識を生かし学会発表も積極的に行って

います(Gland Surgery 2024 Vol. 13 Issue 10 Pages 1846-1852)。 

手術は月曜日，水曜日に肺癌手術を，火曜日に甲状腺手術を主に行っております．肺癌領域ではロボット

を用いた低侵襲手術を積極的に導入しております． 

⑥  放射線科 

本講座特任教授の新家は、月・火・水曜日は午前・午後、木曜日は午後、金曜日は午前に外来診療を担当し

ています。全身の臓器に生じる、良性病変から悪性腫瘍まで幅広い疾患を対象としており、CTやMRI、核医学

、PET/CTなどマルチモダリティな総合画像診断を行い、読影レポート作成を行っております。 

⑦ 消化器外科 

本講座特任教授の西は月曜日・金曜日に外来を担当しています。手術は火曜日・木曜日に胃癌手術を主に

行っており、最近ではロボット（da Vinci/hinotori）を用いた低侵襲手術を積極的に導入しています。また肥満症

に対する減量手術も行っており、内科的な治療が困難な症例に対して内分泌内科と連携しながら治療をおこな

っています。 

 

(2) JA 徳島厚生連阿南医療センターでの診療 

阿南医療センターでは、下表のスケジュールで初診および再来患者の外来診療を担当し、入院治療は常

勤医と連携しながら行なっています。また循環器内科では、心房細動や発作性上室性頻拍に対するカテーテル

アブレーション、徐脈性不整脈に対するペースメーカー植込み術、植込み型心電計、経食道心エコーなどの特

殊検査も施行しています。このように、地域においても徳島大学病院と同様に高度な循環器診療を受けられるシ

ステムづくりを目指しています。血液内科では、外来での積極的な外来化学療法の他、必要に応じて入院診療

を行っております。消化器内科では、ウイルス肝炎の診断・治療や、肝癌で入院が必要な患者さんは、徳島大

学消化器内科と連携して治療を行っています。消化器外科では徳島大学病院と同様の低侵襲な鏡視下手術を

行っております。 

 

 月 火 水 木 金 

糖尿病内科・ 

内分泌代謝内科 
湯浅 智之 湯浅 智之 粟飯原 賢一 粟飯原 賢一 粟飯原 賢一 

循環器内科     添木 武 

血液内科 中村 信元  中村 信元   

消化器内科   河野 豊   

乳腺・甲状腺外科     坂本 晋一 

消化器外科   西 正暁   

放射線科    新家 崇義  

 

 

(3) 美波町国民健康保険美波病院での診療 



 19 

阿南医療センターに対する美波病院から診療支援要請に対応する目的で、本講座業務の一環として、粟飯

原が火曜日の午前に内科外来を行なっています。専門診療が必要な患者に対しては、阿南医療センター、県

立海部病院、徳島赤十字病院、徳島大学病院に紹介し、診療連携体制をとっています。 

 

５ 社会貢献 

講演活動・会議開催・患者会活動など 

 

1. 2024 年 4 月 18日 

Freezor Xtra～有用な症例の検討～（WEB講演会） 

「上室性頻拍に対する冷凍エネルギーの使用経験」 （講師：添木武） 

 
2. 202４年 5 月 23 日 

鳴門市医師会学術講演会 

「生涯にわたる最適な心房細動診療を目指して」 （講師：添木武） 

 
3. 2024 年 6 月 1 日 

徳島県薬草協会神山支部定例総会講演会 

「糖尿病で起こる合併症と糖尿病治療の今」 （講師：粟飯原賢一） 

 

4. 2024 年 6 月 22 日 

阿南医療センターひまわり会総会 

「災害に対する糖尿病患者さんの心得と対処法」 （講師：粟飯原賢一） 

 

5. 2024 年 8月 8日 

Diamond Seminar in 四国〜内分泌疾患と糖尿病を診る〜 

「臓器保護・予後・安全性と高齢者糖尿病診療」 （講師：粟飯原賢一） 

 

6. 2024 年 9月 3 日 

DiaMond Live Seminar in 徳島   

「糖尿病及び合併症の包括治療がもたらした福音」 (講師：粟飯原賢一) 

 

7. 2024 年 9月 12 日  

第２回眉山CVD症例検討会 

「上室性頻拍に対し冷凍エネルギーが有用であった症例」 （講師：添木武） 

 
8. 2024 年9月25 日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「受けただけではもったいない！〜健診結果を活用しよう〜」  （講師：湯浅智之） 

 

9. 2024 年 11 月 2 日 

阿南医療センターひまわり会定例会  

「糖尿病と歯周病の関係について学びましょう!」 (講師：粟飯原賢一) 
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10. 2024 年 11 月 24 日  

糖尿病フォーラム徳島 2024 (糖尿病劇場出演:粟飯原賢一) 

 

11. 2024 年 11 月 29日 

ケレンディア®錠 WEB カンファレンス  

「腎血管連関と塩分摂取からみた 2型糖尿病合併症予防への対策」 (講師：粟飯原賢一) 

 

12. 2024 年12 月11 日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「受けただけではもったいない！〜健診結果を活用しよう〜」  （講師：湯浅智之） 

 

13. 2025 年 1 月 16 日  

真性多血症 forum in 四国 (パネリスト：中村信元)  

 

14. 2025 年 1 月 18日  

第 11回心電図道場 

「刺激伝導系が分かると不整脈が分かるかも！？」 （講師：添木武） 

 

15. 2025 年 1 月 22 日 

出張肝臓教室 (講師：河野 豊) 

 

16. 2025 年 1 月 25 日  

第 7回徳島市 糖尿病サポーター (TCDS) 養成研修会  

「糖尿病の注射あれこれ」 (講師：粟飯原賢一) 

 

17. 2025 年 1 月 31 日  

4orce 2025 ～四国不整脈カンファレンス～ 

「より良い突然死予防を考える」 （ディスカッサント：添木武） 

 

18. 2025 年 2 月 1 日   

令和 6 年度 四国地域のHIV診療・連携の向上を目指した研修会 （講師：中村信元） 

 

19. 2025 年 2 月 3 日  

血友病リハビリテーション連携の会 （講師：中村信元） 

 

20. 2025 年2 月5 日 阿南健康づくりセンター 

阿南市特定保健指導対象者講義 

「受けただけではもったいない！〜健診結果を活用しよう〜」  （講師：湯浅智之） 

 

21. 2025 年2 月12 日 阿南医療センター 

阿南学術講演会 

「糖尿病治療新時代の治療戦略を考える」  （ディスカッサント：湯浅智之） 
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22. 2025 年 2 月 14 日 

2024 年度 肥満・糖尿病研究クラスター・ミニリトリート (講座主催代表：粟飯原賢一) 

 

23. 2025 年3 月 令和6 年度徳島県糖尿病療養指導士研修会 

「高齢者の糖尿病管理」  （講師：湯浅智之） 

 

その他 

1. 厚生労働行政推進調査事業費「肝炎等克服政策研究」 令和3 年度～ 

「オーダーメードな肝炎ウイルス感染防止・重症化予防ストラテジーの確立に資する研究」 研究分担者 河野 

豊 

 

2. 厚生労働行政推進調査事業費「肝炎等克服政策研究」 令和5 年度～ 

「多様な病態に対応可能な肝疾患のトータルケアに資する人材育成及びその活動の質の向上等に関する研究」

研究分担者  河野 豊
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5 活動写真 

 

 

 

第52回徳島医学会賞受賞 西正暁

第76回胸部外科学会発表
臨床病理学的背景を検討し外科治療の
個別化に関する研究

第86回日本臨床外科学会総会
ICGを用いたリアルタイムナビゲーションの取り組み

学会活動 坂本晋一

第98回中国四国外科学会で区域切除術のシンポジウム開催



 23 

 

 

 

糖尿病週間ブルーライトアップ

糖尿病フォーラム徳島2024

秋のひまわり会 (糖尿病患者会)
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2024年9月27日
APHRS2024@シドニー
徳島大学循環器内科不整脈グループ
4 名で シ ド ニー にて開催 され た
APHRS2024に参加、２演題の発表を
行った。

2025年1月18日
第11回心電図道場（徳島大学病院）
今回で11回目の心電図の初心者向
けレクチャー、約50名の聴講者にご
参加いただき、大変盛況な会となっ
た。

第38回日本エイズ学会学術集会・総会
優秀演題賞 中村信元

出張肝臓教室 河野 豊

学会活動 添木 武


